
14/15シーズンのRICE28ラインナップ。
魅力的な板が揃っている
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RICE28のロゴ。
パラシュートと手裏剣をモチーフに作られた

相当な頻度でサーフィンに行って
いるCHOさん。オフィスにもサーフ
ボードあり

20年の節目となる今年から登場し
たロゴ。丸いロゴから十字にバツ
をいれた
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RICE28は今年で20周年を迎える老
舗ドメスティックブランドである。こ
のブランドはアルペン全盛期だっ
た日本のスノーボード草創期に初
めて日本の工場で日本人のための
フリースタイルボードを作り上げた
ドメスティックブランドの先駆けで
ある。RICE28が歩んできた20年の
歴史と見据える未来とは
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長瀬慶芳 ／FUNRUNK Co., Ltd 代表

21歳でスノーボード業界に入り、28歳でRICE28を立ち上げる。
国内生産のフリースタイルボードブランドの先駆けであるRICE28
を20年間守り続けてきた。最近はもっぱら地形遊びと高速グラトリ
を楽しんでいる。あだなはCHO。RICE28が築き上げてきた

20年の歴史
RICE28のブランドの名前の由来を知っている人がど
れだけいるだろう。このブランドは1995年に日本でフ
リースタイルボードのドメスティックブランドの先駆け
として誕生した。RICE28が立ち上がった1995年は、
日本でのスノーボードは、アルペンシーンが盛り上がっ
ていた。当時日本のスノーボードブランドとして国産ブ
ランドはあったが、フリースタイルボードを作る日本の
ブランドは少なかった。当時のことをこう振り返る「自
分がブランドを作る時に、とにかく日本の物作りのクオ
リティにこだわりたかった。そこで話をもっていったの
がOGASKAファクトリー。でも当時のOGASAKAで
はフリースタイルボードを作ってなく、話を断られてし
まった。勤めていた会社も辞めて途方にくれていたと
ころにOGASAKAの方からもう1度話を聞きたいって
連絡があったんだ。そこで自分の想いを熱く語ったら

OGASAKAの方もぜひ一緒に作ろうと言ってくれた。

そこで、自分の持つスノーボードの知識を総動員してツイ
ンチップでキャンバーのサンプルボードを作ったんだ。」
　2000年代前半は、日本のスノーボードブームも重
なって、その後たくさんのドメスティックブランドが出て
きた。RICE28はスタイルとエアの高さを持った瀬山寿
弥、平岡暁史などのライダーを揃えた。彼らはいたると
ころで活躍し、RICE28というJAPANブランドを確固た
る地位にした。ちょうどRICE28が急成長を遂げたのも
この時期であった。RICE28というブランドの歴史はそ
のまま日本のフリースタイルの歴史と重なっている。
　ビジネスとして考えると、今がいちばん仕事を気持ち
良く出来ているとCHOさんは語る。「これ以上拡大し
て忙しくなったらいっぱいっぱいで、下がったらビジネ
スとして成り立たない。今くらいがコントロールでき、
時間が取れるし、スノーボードもサーフィンも出来る、
飲みにだって行けるからね。ライフスタイルとしては充

実してます。この先もこれが一生続くって言う保証があ
ればね（笑）」
　インタビューの最後にこんな質問をぶつけてみた
「10年後のスノーボードはどうなっていると思います
か？」CHOさんは少し悩みながらもこう答えてくれた「た
ぶんそんなに変わらないかなと思ってる。日本には独自
のスタイルの遊び方が出来てきているし、比較的小さ
いフィールドでの遊びを楽しんでいるよね。ブランドとし
ていえば、思いつきではじめたみたいな重みのないブラ
ンドは難しいと思う。逆に、ショップ・ユーザーに信頼さ
れているブランドは生き残って行くと思うよ。最後にス
ノーボードに出会えて感謝してます」20年間ユーザー
から支持され続けているRICE28のCHOさんだからこ
その言葉であろう。CHOさんがいる限り、RICE28が
ユーザーから信頼されるブランドでい続けることは間違
いないだろう。
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YONEX
バドミントン、テニス、ゴルフといったスポーツで世界に名を馳せるスポーツカンパニーYONEX、これら
YONEXの製品を支えているのはカーボン技術であることは有名だ。そして今やスノーボードでも日本の
力を世界に示す高品質な製品を販売。奥深く、デリケートな素材であるカーボン、それを自由自在にコン
トロールして最新のスノーボードを作り出すYONEXの秘密に迫る。

(右）バドミントンのラケットで
は、約40年前に初めてカーボ
ンを採用し、重量100g未満の
当時の最軽量モデルを発表、
そして今日の最新モデルのフ
レームは僅か73g。性能を向
上させつつ、カーボンの肉厚
を薄くするといういわば反比
例する問題に挑み続けてい
る。「コスト優先ではなく、と
にかく良い物をユーザーに提
供する」それがYONEXという
ブランドの姿勢だ。（左）最先
端技術を導入したSMOOTHを
製造中の様子

シンプルな1本のラケットも部分的に異なる設計のカー
ボンシートを成型してつくられている。折れる、飛ばな
い、コントロールが効かない「単に軽いもの」ならどの
会社でも簡単につくれるが、いかにパフォーマンスを失
わずに軽いものを作るかに大きな違いがある　

最近では自転車のフレームにも参入したYONEX。同じ素
材を応用しつつ、複数のスポーツギアを製造するから
こそ、相互に良いものを開発することができるメリット
があるという

スノーボード事業の立ち上げ当時は研究開発に山のよ
うな問題を抱えてのスタートだったという。奥が深く、デ
リケートな素材、海外の工場ではどうしてもそのクォリ
ティが出せない。だからこそ国内の厳密な生産管理体
制にこだわり続けている

工場内は最新マシンも導入されているが、作業する人
の人数も多い。人の手で丁寧に仕上げる部分が多いの
もクォリティへのこだわりから

軽さの追求は高いレベルに達した。トップシートの下に
カーボン層、コアは超軽量のアラミドハニカムコアの外
側に強度と粘りをもたらすISOコアを使用し、カーボン
チューブ、カーボンボックスチューブを配置して性能を
コントロールするという現在の最新構造。次はボードの
バランス、細かなパフォーマンスをどう整えていくか？ 
ボード構造はまだまだ変化し続ける。ライダーたちの滑
り方に合わせてのボードづくり、YONEXスノーボードは
ライダーと共に進化することを目標に掲げている

素材を設計し、製品の性能を
自由自在にコントロールする無敵の技術

「軽くて強い」という長所で知られるカーボン繊維、だがそれ
は繊維の組み合わせ方次第で大きくその性質を変える。硬く
する角度、ねじれに強くする角度、例えばまっすぐにただ重ね
合わせたカーボン繊維はただ硬く、反発力があるだけだが、そ
れを45°で重ね合わせればフレキシブルにしつつ、ねじれに強
く跳ね返す力を発生する。カーボン採用のメリットはその設計
の自由度だ。つまりカーボンの設計によって、性質は無限大に
変えられる。1本のシンプルな形状のバドミントンラケットのフ
レームもこの技術から、様々な部位のカーボン繊維の性質を
変えていき、性能をコントロールする。それもたった1°の設計
角度の違いで性能が変わるという話には驚きだ。さらにこの
カーボン繊維の技術の要は、繊維に組み合わせられる樹脂の
素材だ。フラーレン、カップスタックといった素材を入れること
で、カーボンシートの剛性、反発力がアップ。剛性や反発力が
上がれば、カーボンシートは薄くすることが出来、結果的に軽
量化はさらに進む。こうしてYONEXの基盤となすカーボン技
術は進化を重ねてきた。一見どれも同じに見えるカーボンシー
トは、その設計によって、全く別物にもなりうるのだ。
　加えてカーボンの性能を100%引き出すためには、設計
から製造までが完璧におこなわれないといけない。例えばラ
ケットで考えると、製造過程でカーボンフレームを成型する
際に繊維のヨレ、ズレなどがあると、左右非対称な反発を示
し、パフォーマンスのバランスが崩れてしまう。つまりカーボ

ンを扱うには製造管理がとても重要なのだ。実際にラケット
を外から見ても、そういった不都合は目視では発見できない
が、製造過程が少しでも荒くなれば、クォリティを維持できな
い。それゆえYONEXでは製造管理に質の高い技術者を導入
し、国内の自社工場で徹底的に品質管理しながら製品がつく
られている。「それでなければYONEXの製品ではなくなって
しまうから」そのプライドがあるからこそ、品質の高い製品が
世に送り出されているのだ。
　YONEXのスノーボードはこのカーボンの技術を背景に進
化を重ねてきた。1995年の誕生直後は軽く硬いボードとし
て、スピードは出ると評価されるものの、フリースタイルでは
好評を得ることができなかった。大きな壁を前にYONEXの
躍進がはじまる。契約ライダーとの共同開発、プロショップか
らのフィードバック。さらにカーボンチューブ、ボックスチュー
ブなどの他のスポーツギアで培われた技術で作られたカーボ
ンパーツを導入することで、効率良くボード性能をコントロー
ルすることに成功し、YONEXブランドは急激に進化をとげ
て、日本を代表するスノーボードブランドのひとつになった。
世界中を探しまわっても、この優れた最新のカーボン技術を
導入したスノーボードは存在しない。それを他社が簡単に真
似できないのは、YONEXの製品全てには、開発と製造にか
ける情熱と品質への誇り、会社全体のモノづくりスピリッツが
不可欠だからという理由にほかならない。
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